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市
で
は
、
昨
年
三
月
に
「
上
田
市
女
性
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
女
性

の
地
位
向
上
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
女
性
に
と
っ
て
結
婚
、
出
産
、
家
穆
、
育
児
な
ど
は
、

切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
」
と

か
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
』
と
い
っ
た
固
定
観
念
や
社
会
慣
習
も
い
ま

だ
に
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
女
性
の
社
会
進
出
に
は
目
を
み

は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
か
た
か
ら
、
社
会
、
家
庭
に
お
け
る
「
女

性
」
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ

ん
の
生
き
方
の
参
考
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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古
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議
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-
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阿
年
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。
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で
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故
初
の
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つ
こ
と
も

性
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以
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¥
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ご
ハ
ゴ
と
思
う
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す
e

ウ
て
し
ま
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と
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で
す
か
ら
、
自
分
の
意
見
と
か
考
え
を
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園
田
の
声
の
窓
口
で
す

戸・圃圃岡崎

女
性
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
社
会
的

に
不
利
な
取
り
扱
い
を
受
け
、
自
ら
の
生

き
方
を
主
体
性
を
も
っ
て
選
択
で
き
な
い

状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

職
場
、
家
庭
、
社
会
に
は
女
性
の
能
力

や
適
性
に
対
す
る
偏
っ
た
評
価
や
、
男
の

仕
事
、
女
の
仕
事
と
役
割
を
決
め
つ
け
る

よ
う
な
観
念
が
あ
っ
て
、
女
性
の
生
涯
の

生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

女
性
が
強
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

一
人
の
人
間
と
し
て
自
立
す

る
こ
と
、
ま
た
、
自
立
で
き
る
も
の
と
し

て
男
性
も
女
性
も
認
め
あ
う
、
」
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
特
性
で
、
自
分
の

生
き
・
万
や
仕
事
を
選
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
「
女

の
く
せ
に
」
と
か

「女
は
強
く
な
っ
た
」

な
ど
と
い
う
言
葉
で
、
自
ら
の
行
動
を
制

約
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

職
場
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
女
性
の

参
加
を
妨
げ
て
い
る
も
の
を
取
り
払
う
こ

と
、
そ
ん
な
理
念
の
も
と
で
社
会
の
仕
組

h
b
w馴

身
近
な
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
こ

の
特
集
で
の
感
想
や
反
論
、
人
に
話
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
厚
生
課
婦
人

係
は
、
そ
ん
な
女
性
の
声
、
男
性
の
芦
の

窓
口
と
な
り
、
男
女
平
等
を
進
め
る
係
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

女
性
問
題
に
つ
い
て
、
市
で
行
う
こ
と

を
待
っ
て
い
た
り
、
手
伝
う
と
い
う
こ
と

で
は
決
し
て
あ
リ
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
で

考
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
市
民
の
側
か

ら
「
女
性
会
議
」
と
か
「
す
す
め
る
会
」

な
ど
の
自
由
な
発
言
、
実
行
が
で
き
る
よ
ご

が
で
き
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

調
ぷ
開
晴

樹

-
「
女
性
行
動
計
画
」
を
進
め
ま
す

マ
「
女
性
行
動
計
画
普
及
版
」
作
成

マ
女
性
問
題
懇
話
会
の
開
催

マ
庁
内
の
「
女
性
行
政
推
進
会
議
L

の
取
り
組
み

・
女
性
問
題
の
啓
発

マ
晴
人
週
間
記
念
講
演
会

ま箸小肴
沼号 案

..._字ーー-z-z園田三園園 生直副
昨年の「婦人問題市民のつどい」から

広報うえだ4.
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マ
婦
人
問
題
市
民
の
つ
ど
い

マ
ム
ー
ビ
ー
&
ト
l
ク

マ
女
性
問
題
講
演
会

マ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
(
五
回
シ
リ

l

ズ
)

マ
地
区
懇
談
会

マ
男
の
料
理
教
室

-
海
外
派
遣
を
補
助
し
ま
す

・
社
会
慣
習
意
識
調
査

-
婦
人
団
体
の
育
成

・
国

・
県
の
事
業
へ
参
加
し
ま
す

・
婦
人
相
談
を
行
い
ま
す
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今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
読
ん
で

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
厚
生
課
婦
人
係
〈
内

線

1
6
0
フ
〉
ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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ン
ダ
で

グ芯
の

おやつ/カジカ

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ

l
グ

・
ズ
l
タ
メ

ア
で
聞
か
れ
て
い
る
国
際
園
芸
博
覧

会
(
フ
ロ
リ
ア

l
ド
回
)
で
、
上
回

の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
「
キ
ン
グ

・

オ
ブ
・
ス
ノ
|
」
(
自
の
八
重
が
特
徴
)

が
こ
の
ほ
ど
県
下
他
の
四
品
種
と
と

も
に
一
位
入
賞
に
蹄
き
ま
し
た
。

「
品
化
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
し
て

知
ら
れ
る
同
博
覧
会
は
、
オ
ラ
ン
ダ

で
十
年
に
一
度
開
か
札
、
今
回
は
四

度
目
。
県
内
か
ら
は
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
初
め
て
出
展
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
上
田
市
農
協
か
ら
う

す
紫
色
の
「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
、
紫
泉
と

も
呼
ば
れ
る
「
ク
イ
ー
ン
パ

|
プ
ル
」

も
含
め
た
三
品
種
を
出
展
。
「
・キン

グ
・オ
ブ

・
ス
ノ
|
」
は、

小
泉
の
長

谷
川
尚
賢
さ
ん
が
栽
培
し
ま
し
た
。

ミ
う

六
月
八
日
朝
、

半
過
の
ゃ
な
で
体

長
十
二
今
の
カ
ジ

カ
が
か
か
っ
て
い
る
の
を
石
井
重
義

見
し
ま
し
た
。
「
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
の

J

砂
初
均

て
。
増
水
で
依
田
川
水
系
か
ら
流
れ
て
き
た
の

で
は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
中
央
水
産
研
究

所
陸
水
部
に
よ
れ
ば
、
「
本
流
に
す
ん
で
い
た
も

の
か
、
ア
ユ
放
流
の
際
、
琵
琶
湖
産
の
も
の
が
紛

れ
込
ん
だ
の
か
ど
う
か
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
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モ
w
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モ
ッ
ト
の
赤
ち
ゃ
ん

神
川
第
一
保
育
園
(
大
屋
)
で
、

白

・
黒

・
茶
色
の
ま
だ
ら
の
モ
ル
モ

ッ
ト
か
ら
白
く
て
自
の
赤
い
モ
ル
モ

ッ
ト
三
匹
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

赤
ち
ゃ
ん
は
六
月
四
日
に
生
ま
れ
、

一
匹
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、

残
り
二
匹
は
親
の
モ
ル
モ

ッ
ト
や
同

居
し
て
い
る
ウ
サ
ギ
な
ど
と
い
っ
し

ょ
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
え
さ
を
食

べ
、
園
児
た
ち
の
人
気
者
で
す
。

…
雇
用
促
進
事
業
団
と
市
が
建
設
を
進

一
た
上
回
共
同
福
祉
協
叫
設
が
、
こ
の
ほ
ど
東
塩
田

…
林
間
工
業
団
地
内
に
完
成
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

恥
た
。
中
小
企
業
の
雇
用
近
代
化
と
勤
労
者
の
福

一
祉
増
進
を
図
る
の
が
ね
ら
い
。

一
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延

一
床
面
積
五
百
四
十
九
平
方
灯。

一
階
に
は
ロ
ビ

一

!
、
多
目
的
ホ
l
ル
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
二
階
に

…
は
文
化
教
養
室
、
会
議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
ま
た
、
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
整
備
し

ま
し
た
。

愛
称
は
「
サ
ン

.
ワ
ー
ク
上
回
」

で
、
「
広
報
」
で
募

集
し
た
と
こ
ろ
、

踏
入
の
真
島
平

一

さ
ん
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

マ
労
政
謀

(内
線

1
4
1
2
)
 

共同福祉施設

「サン・ワーク上回」
が完成

図



中
之
条

坂の途中に“オ戸シス"
このはど染屋浄水場脇の坂 (市道)

の中l度に沌とベンチを配した小公園が

完成しました。市水道局が、来年の水

道創設70周年に先がけて建設したもの

で、沌は浄水場のろj~池のオーバー ・

フローの水を再利用しました。坂の途

中の一服に、あなたもいかがですか。

⑧ の
巻

千幽怠校グラウンドの脇に立つ「上宙飛行場跡」の碑

荒
地
を
市
営
飛
行
場
に

今
か
ら
千
八
百
年
ほ
ど
前
、
農
耕
に
適
し
た

子
曲
川
流
域
の
肥
沃
な
土
地
を
求
め
て
、
人
々

が
集
団
で
移
住
し
ま
し
た
。
中
之
条
の
三
反
回
、

六
工
、
柳
堂
、
金
倣
凹
、
大
畑
な
ど
か
ら
弥
生

式
土
器
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め

で
す
。

こ
こ
に
は
弥
生
時
代
の
大
き
な
集
落
が

あ
り
、
稲
作
主
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

大
室
二
年
(
七

O
二
)
に
開
通
し
た
新
東
山
道

が
、
千
曲
川
を
渡
っ
た
地
点
は
中
之
条
あ
た
り

で
、
対
岸
の
日
理
駅
へ
通
じ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
は
古
代
か
ら
交
通
の

要
所
と
し
て
長
く
賑
わ
い
、
明
治
二
十
三
年
に

県
道
松
本

l
上
回
線
(
現
国
道
一
四
三
号
)
が

開
通
す
る
ま
で
は
、

中
之
条
を
通
る
松
本
街
道

が
主
要
道
路
で
、
千
曲
川
に
は
舟
渡
や
船
慌
が

あ
り
ま
し
た
。

「知ろう /

語ろう/作ろ

う/やろう /

乗ろうんを合い言葉に、オリンピック

の輪の会が6月13目、中央公民館で約

100人が参加して開かれました。 上回

背年会議所が主催。アルベールビルの

様子を紹介したビデオ上映、長野五輪

組織委員会からの講棟、車産形式によ

る参加者の話し合いが行われました。

オリンヒ¥ソクて

100人の輪

⑧⑨⑧⑮ 
!>利用できる人 勤労者、一

般 !>利用時間 午前9時~午

後5時(テニスコートは午後5

時) !>休館日 月曜日、国民

の祝日、年末年始(12月29日か

ら翌年1月3日まで) !>利用

方法 利用する前臼までに申請

書で直接「サン ・ワーク上回J

(fi⑮9000)までどうぞ。

図
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滅
多
喜
多
議
選
波
多
選
潔
議
警
察
お
決
議
、
第
航
機
快
挙
審
議

gw達
成
J

義
人
宅
等
級
d
h

護
護
警
護
務
総
〉
叡
幾
多
紅
葉
瓶
、
取

明
治
十
四
年
の
村
の
記
録
に
、
松
本
街
道
は
過
と
判
断
し
、
市
営
飛
行
場
の
建
設
に
変
更
し

常
磐
城
村
諏
訪
部
組
境
よ
り
、
上
回
原
村
境
に
ま
し
た
。

至
る
と
あ
り
、
長
さ
十
二
町
二
十
三
間
余
、
幅
六
年
十
月
に
は
全
国
で
二
番
目
の
市
営
飛
行

二
問
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
来
か
ら
の
場
が
完
成
、
そ
の
後
の
拡
張
工
事
に
よ
り
年
間

道
が
千
曲
川
を
渡
っ
た
こ
と
を
示
す
字
地
に
は
、

三
百
機
ほ
ど
の
飛
行
機
が
飛
来
す
る
よ
う
に
な

古
舟
波
、
橋
詰
、
が
あ
り
ま
す
。

り
ま
し
た
。
戦
後
、
飛
行
場
跡
に
上
回
千
曲
高

・中
之
条
は
千
曲
川
の
恵
み
を
受
け
ま
し
た
が
校
が
移
転
し
ま
し
た
が
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で

た
び
た
び
水
害
も
被
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
隣
中
之
条
は
歴
史
的
な
事
柄
が
多
い
地
区
で
す
。

村
の
上
之
条
村
は
洪
水
の
た
め
流
失
し
て
し
ま

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

究
保
二
年

二

七
四
二

)
に
は
七
月
下
旬
か

ら
雨
が
降
り
統
き
大
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。
上

回
領
全
体
で
流
失
家
屋
が
六
百
七
十
二
戸
、
死

者
は
百
五
十
八
人
に
達
し
ま
し
た
が
、
中
之
条

村
で
は
四
十
七
戸
が
流
失
し
、
四
十
二
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

水
注
目
が
度
重
な
り
ま
す
と
土
地
は
荒
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
昭
和
六
年
ご
九
三
二
、
上
田
市

は
ム
中
之
条
地
籍
の
約
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒
地

を
開
墾
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
耕
作
に
不
適

7 7. 

内
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月
窓
寺
界
わ
い

(
鍛
冶
町
・材
木
町
)

MYTOWN. 

I I提|言I! 

お話

田口六邸主
(71歳・材木町j

に
ぎ
わ
っ

た
柳
橋
広
場

月
窓
寺
は
、
瓦
町
氏
が
城
下
町
を
作
る
と
き

に
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
、
樹
町
か
ら
鍛
冶
町
に

か
け
て
の
通
り
に
あ
る
ぷ
(
日
輪
寺
、
宗
昨
寺
、

願
行
手
、
本
問
b

サ
)
の
小・
で
は
い
収
J
U
占
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
、
原
訪
部
の
城
下
に
あ

っ
た
も
の
を
今
の
均
所
に
移
し
た
と
い
う
請
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
の
小
さ
い

こ
ろ
は
、
月
窓
守
の
航
を
流
れ
る
抑
山
川
を
境

小林幸男三

(38歳・桜)

塩
田
平
の
自
然
を
叡
策

;
・
・
今
月
の
テ

l
マ
:

私
瀦
・
自
然
ど
の

織
し
み
β

人
工
の
施
設
を
利
用
す
る
の
も
い

一

一
い
け
れ
ど
、
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん

一

一
で
み
る
の
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
家
族
や
伸
間
同
士
、
あ
る
い
は
個
人
一

一
的
に
、
身
近
な
自
然
と
親
し
ん
で
い
一

一
る
か
た
を
紹
介
し
ま
す
。

自
然
が
と
に
か
く
肘
き
で
、
「
塩
田
平

を
歩
〈
会
」
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
山

田
平
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
く
、
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
文
化
財
や

n然
の

宝
時
で
す
家
映
で
嵐
問
符
地
を
ブ
ラ

プ
ラ
歩
い
た
り
す
る
の
で
す
が
、
ふ
だ

ん
阜
で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
身
泣
な

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
さ

な
川
の
中
に
い
る
生
き
物
、
珍
し
い
も

の
で
は
川
エ
ピ
や
シ
ジ
ミ
な
ど
、
あ
ま

に
、
今
の
市
街
地
慨
が
上
田
町
、
材
木
町
側
は

常
国
村
の
地
籍
で
、
辺
り
一
面
田
ん
ぼ
で
し
た
。

こ
の
押
出
川
は
、
父
が
若
い
こ
ろ
は
と
て
も
さ

札
い
な
川
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
川
に
沿
っ

た
小
道
は
、
月
窓
寺
へ
通
じ
る
裏
道
と
し
て
多

く
の
人
が
利
用
し
た
道
で
す
。
道
の
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
歴
史
的
に
見
て
も
古
い
道
祖
神
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
百
三
十
年
ぐ
ら
い
前

の
地
図
に
は
、
こ
の
近
辺
に
「
柳
橋
広
場
」
と

い
う
広
場
が
出
て
お
り
、
旅
芸
人
や
相
撲
な
ど

が
行
わ
れ
、
と
て
も
に
ぎ
わ

づ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
月
窓
寺
の
境
内
に
は
、
山
林
米
に
泊
附
し
た
赤

松
小
三
郎
遺
髪
の
皐
や
、
紅
地
蔵

(
辿
林
亦
地

説
)と
呼
ば
れ
る
お
地
川
崎
様
が
あ
り
、
い
仰
深
い

人
た
ち
の
手
で
い
つ
も
線
香
が
絶
え
ま
せ
ん
。

り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
生
き
物
に
出
会

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
組
か
ら

鈴
子
地
区
に
か
け
て
の
尾
根
川
沿
い
に

は
、
六
月
下
旬
に
か
け
て
埜
の
舞
う
姿

を
見
た
り
、
家
族
全
員
で
親
し
ん
で
い

ま
す
。
自
然
に
接
し
て
い
る
と
、
と
き

ど
き
競
聞
に
出
く
わ
す
こ
と
が
多
く
、

調
べ
て
い
る
う
ち
に
分
か
ら
な
い
こ
と

が
ど
ん
ど
ん
分
か

っ
て
く
る
の
で
、
ま

さ
に
い
い
こ
と
ず
く
め

そ
の
ほ
か
渓
流
釣
り
な
ど
も
よ
く
行

く
の
で
す
が
、
本
来
は
釣
る
こ
と
が
円

的
で
は
な
い
の
で
す
釣
れ
な
け
れ
ば

背
の
上
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
ね
や
せ
み
の

鳴
き
戸
を
聞
い
た
り
す
る
の
が
好
き
で

す
ね
。
そ
の
日
一
日
は
大
満
足
。

い
い

気
分
で
い
ら
れ
ま
す
。

[8] 7 7. 広報うえだ4.
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4き>
上田丸子電鉄上回東駅

(昭和10年ごろ)

丸山幸子三
(62歳・新田)

太
郎
山
の
四
季
、
か
魅
力

今
か
ら
六
年
ほ
ど
前
に
近
所
の
か
た

の
紹
介
で
「
太
郎
山
を
楽
し
む
会
」
に

入
り
ま
し
た
。
現
在
は
主
人
と
い

っ
し

ょ
に
太
郎
山

へ
蛍
る
習
慣
に
。
去
年
は

-
次
回
(
九
月
一
日
号
)
は
「
最
近
の
ド
ラ
イ

ブ
マ
ナ
ー
に
ひ
と
ニ
と
」
で
す
。

県
下
で
は

「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態

宣
言
」

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
、

心
に
ゆ
と
り
を
持

っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
掛
け
た
い
も
の
。
九
月
二
十
一
日
か
ら
三

十
日
は

「秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で
す
。

こ
と
で
す
ね
。
自
宅
か
ら
も
近
い
で
す

し
、

一
年
じ
ゅ
う
自
然
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
、
も
と
も
と
休
が
丈
夫
な
方
で

は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
太
郎
山
に
登

る
よ
う
に
な
っ
て
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど

の
山
々
に
も
年
に
五
、
六
回
登
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
太
郎
山
の
優
し
さ

と
は
ま
た
ひ
と
味
違

っ
た
大
自
然
の
厳

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
登
れ
る
だ

け
頑
張

っ
て
登
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

そ
こ
で
、
あ
な
た
が
感
じ
る
最
近
の
ド
ラ
イ
ブ

マ
ナ
ー
で
気
付
く
点
を
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔応
募
方
法
〕
投
稿
、
電
話
で
、
八
月
十
日
刊

ま
で
に
秘
書
課

{内
線
1
1
1
2
)
へ
お
願
い

し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、
屯
話

番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
採
用
者
に
は

「
特

製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

駅
舎
軒
下
て
石
け
り

健
康
教
室
ひ
ま
わ
り

自
分
自
身
で
二
百
七
回
登
り
ま
し
た
。

主
人
は
多
い
年
で
三
百
回
ぐ
ら
い
登
り

ま
す
。
登
っ
て
い
る
途
中
で
、
さ
ま
ぎ
ま

な
風
景
や
野
鳥
な
ど
を
見
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
な
か
で
も
登

っ
て
い
る
と
き

に
カ
モ
シ
カ
を
見
る
の
が
い
ち
ば
ん
。

カ
モ
シ
カ
に
会

っ
た
日
は
必
ず
・カ
レ
ン

ダ
ー
に
印
を
つ
け
て
い
ま
す
。
去
年
は

延
べ
百
三
十
三
回
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
や
は
り
太
郎
山
の
魅
力
は
、
四

手
折
々
の
風
景
や
鳥
、
純
物
の
豊
富
な

ぽ
く
は
寧
が
好
き
な
の
で
、
大

き
く
な

っ
た
ら
F
l
レ
ー
サ
ー
の

選
手
に
な

っ
て
か

つ
こ
う
よ
く
逆

転
し
た
い
な
ァ
。
だ
か
ら
、
聴
を

練
習
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
、つ
。

あ
と
、
カ
ブ
ト
虫
な
ど
の
昆
虫

が
好
き
な
の
で
、
近
く
に
公
聞
や

木
が
は
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
し

い
。
み
ん
な
で
遊
べ
る
し
、
楽
し

い
ト
品
。

それぞれの音楽に対する限りは

講師の荻原由美-f.さんに指導して

もらっています。 r上達の程度に

よって分け隔てなし、」、「ストレス

解.消にもと っても L川、」と全員の

声。参加してみたいかたは小寓山

文代さん (fi⑫4587)まで。

「ジャズ体操、エアロビクスと

は違い、いろいろな詐楽に合わせ

て体を動かすことだけなんて"す」

と述絡員の小白-は|文代さん。毎週

月曜日午後7時30分から中央公民

館で、 40代の主婦が中心に汗を流

しています。

(9) 広布うえ/54. 7 7. 



表
示
の
中
に

M
A
D
E

I

N

O

O

O
O
と
書
か
れ
た
衣
料
品
が
た
い
へ
ん
増

え
て
き
ま
し
子
、

例
え
ば
セ
ー
タ
ー
で
は
、

園
内
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
の
四
六
%
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

N
l
S
E諸
国
の
製
昂
多
い

輸
入
衣
料
の
原
産
国
は
い
ろ
い
ろ
で
す

が
、
韓
国
や
中
・
国
、
香
港
な
ど
の

N
I
S

E
諸
国
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、

中
に

は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
現
地
で
製
造
す
る

開
発
輸
入
製
品
も
あ
り
ま
す
。

ιARGE"・i
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サイズはよく確認して

試
着
し
て
確
か
め
る

輸
入
品
で
も
国
内
で
売
ら
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
原
則
と
し
て
家
庭
用
品
品
質
表

示
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
直
接

個
人
輸
入
を
し
た
り
海
外
旅
行
で
買
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
国
の
表
示
だ
け
で
す
か

ら
、
そ
の
表
示
が
理
解
で
き
な
い
と
扱
い

に
図
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

サ
イ
ズ
表
示
は
各
国
ま
ち
ま
ち

E

C
諸
国
の
サ
イ
ズ
表
示
は
日
本
と
同

じ
身
体
寸
法
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
は
衣
料
品
の
出
来
上
が
り
寸
法
を
表

示
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
使
わ
れ
て
い
る

単
位
が
通
常
は
イ
ン
チ
な
の
で
、
簡
単
に

比
較
で
き
ま
せ
ん
。

従

っ
て
、
必
ず
試
着
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
E

C
や
カ
ナ
ダ
の
製
品
に
は
、
日
本
同

様
そ
れ
ぞ
れ
定
め
た
図
柄
が
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
も
の
は
簡
単
な

英
文
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
和
装
判
中
級
(
七
歳
・
女
)
二
千

円

マ

マ
タ
ニ
テ
ィ

ー

ド

レ

ス

千

五
百
円
マ
カ
ー
テ
ン
(
削
除
め
)
千

五
百
円
マ
石
油
滋
風
ヒ
ー
タ
ー

二
万
円
マ
折
り
た
た
み
パ
イ
プ
ベ

ッ
.ト

無

料

マ

学

習

机

無

料

1

三
千

円

マ

会

議

m座
り
机

二
千

円

マ

燃

板

一
式

八

百

円

マ

ス

ビ

1
.ト
ス
ケ
ー
ト
靴

〈
ゆ
側
)
二
千

円

マ

ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト

千

五

百
円

マ

活

物

(各
秘
)

一
校
二
万

円

マ
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル

一
式

七

千
円
マ
布
団
圧
縮
袋
千
五
百
円
、

二
千

円

マ

バ

イ

ブ
レ
ー
タ
|

千

円

マ

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ

ー

千

i

二
千
円

マ
ト
ラ
イ
ヤ
i
(お
釜
型
)

五
千

i
八
千
円

マ
三
給

耶

マ

子
ど
も
服

マ

ベ

ビ
ー
.ヘ
ッ
.ト

マ

食

線

機

マ

ベ

ビ

ー

カ

ー

マ

テ
レ
ビ
マ
自
転
必
(
大

人
・
子
ど
も

m)
マ
茶
だ
ん
す

マ
都
市
ガ

ス
ふ
ろ
鎌

一
式

マ

二
段

ベ
ッ
.ト

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル

・
シ
ン
グ

ル
.ヘ
ッ
.ト

マ

制

だ

ん

す

マ
フ
ァ

ミ
コ
ン

マ

蚊

帳

マ

ホ

l
ム
ベ
ー

カ
リ
ー
マ
市
中
い
す

マ
冷
凍
冷
成

郎
(
捌
色
)
マ
ル

l
ム
ウ
ォ
l
力
|
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不
安
な
ら
血
液
検
査
を

エ
イ
ズ
の
感
染
経
路
な
ど
、

正
し
い
知
識
を
教
え
て
。

人
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ば

い
菌
や
病
気
か
ら
体
を
守
っ
て

く
れ
る
「
番
人
」
の
い
る
ド
ア
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
自
己
防
衛
作
用
(
抵

抗
力
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。

エ
イ
ズ
に
か
か
る
と
、
か
び
や
ば
い

菌
な
ど
が
ド
ア
を
破
っ
て
体
に
侵
入
し

暴
れ
回
る
の
で
す
。

侵
入
経
路
(
感
染
経
路
)
の
ほ
と
ん

ど
は
、
①
性
行
為
感
染
②
血
液
媒
介
感

染
③
母
子
感
染
で
、
感
染
源
と
し
て
重

要
な
も
の
は
血
液
、
精
液
、
臆
分
泌
液

な
ど
の
体
液
で
す
。

Q A 

?
 
るあ
)
が
え
と

答
る
段

出

下
が

(

応反のスナイマてつよ棚
曾
ふ
ろ
で
は
感
染
し
な
い

縮
局
必
パ
今
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
、
風
邪
や
肺
炎

百

な
ど
に
比
べ
感
染
力
が
弱
い
上
に
、
感

む

染
経
路
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ふ
だ

札

、

ん

の
生
活
で
は
う
つ
ら
な
い
こ
と
が
わ

沼

ミ

、

か

っ
て
い
ま
す
。
次
の
ケ
ー
ス
で
は
感

は
~
一
染
し
ま
せ
ん。

工

M
m鶴田「
マ
プ
ー
ル
、
ふ
ろ
、
シ
ャ
ワ
ー

マ

z
aト
イ

レ

マ

電

話

(受
話
器
)、
つ
り
革
、

誼

手
す
り
マ
寝
具
マ
握
手
や
せ
き
、

エ
イ
ズ
の
基
礎
知
識

く

し

ゃ

み

マ

ふ

つ

う

の

キ

ス

マ

カ

や

ハ

エ

マ

輸

血

(現
在
血
液
製
剤
は

加
熱
処
理
さ
れ
て
い
て
安
全
)

こ
ん
な
点
に
注
意
し
て

①
む
や
み
に
血
液
に
さ
わ
ら
な
い
。

②
ト
イ
レ
な
ど
で
汚
物
入
れ
の
中
の
他

人
の
生
理
用
品
に
さ
わ
ら
な
い
。

③
セ

ッ
ク
ス
時
で
き
る
だ
け
コ
ン
ド
ー

ム
を
使
う
。

④
歯
ブ
ラ
シ
の
共
用
は
し
な
い
。

⑤
傷
が
あ
る
と
き
は
特
に
要
注
意
/-

保
健
所
で
エ
イ
ズ
相
談

エ
イ
ズ
は
必
要
以
上
に
怖
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
少
し
思
い
当

た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
進
ん
で
血
液
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
上
回
保
健
所
(材

木
町
二
で
は
エ
イ
ズ
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
(匿
名
で
も
可
)
。

マ
と
き

毎
週
火
曜
日

・
午
前
十
一

時
i
十
一
時
三
十
分

マ
検
査
料

千

六
百
円

マ
そ
の
他

電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

マ
申
し
込
み

上
回
保
健
所
岱
⑫

1

2
6
0
内
線

2
3
4
)

三浦綾子全集(氷点、ひつじがlI)

・三浦綾子

世界の都市の物語バルセ口ナ

・・・・神吉敬三

通信教育のすべて 93年版
・・…・・通信教青研究会

OATS IN WADALAND…和田誠
坊ちゃんの世界……・一平岡敏夫

リニア新幹線物語・・・…久野万太郎

幽霊園遊会・..........・・・・・・・赤川次郎

パレスチナとイスラエル

…ダヴイツト・マクドワル

草原の慧星チムール・・・・・・・・・森下研

ご近所ルネッサンス・..ねじめ正一

ナノ ・スペース上

……NHKナノ・スペースブ
ロジェクト

風葬の減・・・・……...・H ・-内田康夫

子どもの固からの贈りもの

・・・ーかつおきんや

外国人労働者たちと私たち

男
性
い
い
わ
り
、
こ
り
、

当局、
人
;
女
性
い
い
渡
辺
富
美
絵
さ
ん

(
泊
歳
・浦
野
)

「
結
婚
し
た
ら
仕
事
を
や
め
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
と
き
、
あ
き
ら
め
な
い
で
、
も
う

一
歩
踏
ん
ば
れ
る
女
性
に
な
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
か
わ
い
げ

が
な
く
な
っ
て
、
「
お
前
は
結
婚
で
き
な
い

」

と
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
そ
れ
を
認
め
て
も
ら

え
る
社
会
に
し
て
い
か
な
い
と
:
・。

で
も
、

「
か
わ
い
く
見
ら
れ
た
い
」
と
い
、
7

一
面
も
、

女
性
に
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ど
こ
ま
で
自
分
を
「
ち
ゃ
ん
と
」

持
っ
て
い
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
男
性
に

た
だ
つ
い
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
た
ま
に
は

女
性
が

「
わ
た
し
は
こ
う
思
う
わ
L

と
言
っ

て
あ
げ
る
と
、
「
あ
っ
、
そ
う
い
う
考
え
方
も

あ
る
ん
だ
」
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
男
性
に
と
っ
て
も
い
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
が
理
想
的
な
男
性
と
女
性
の
あ

り
方
で
は
な
い
の
か
な
ァ
、

な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、

「
女
だ
か
ら
だ
ま
っ
て
ろ
」
と
い
う
こ
と
に

も
:・
。
そ
の
へ
ん
で
挫
折
も
し
ま
す
が
、
最

近
は
感
情
的
に
な
ら
な
い
で
、
理
路
盤
然
と

男
性
を
ま
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
青
年
団
活
動
を
通
し
て
、
考

え
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

と
思
う
よ
う
に

。Q骨二平け3主宰之富塁毅ú~c.宰1<;弘之介!i!単語ごPけま宇奈恵国~8~ユペ議官当…...~~ (~~) 
7 7. 広報うえだ4.J
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22.3 

新
た
に
供
用
に

平
成
四
年
度
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
が
七
月
一
日
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
告
示
さ
れ
た
主
な
地
区
は
、

上
甑
尻

・
新
聞

・
上
川
原
柳
町
な
ど

の
一
部
で
、
面
積
は
二
二

・
二
九
凶
。

こ
の
区
械
の
図
面
な
ど
は
、
市
役
所

二
階
、
下
水
道
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

-
水
洗
化
工
事
は
一
日
も
早
く

告
示
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、

下
水
道
法
に
よ
り
、
告
示
の
日
か
ら

三
年
以
内
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
台
所

・
ふ
ろ

・
洗
面
所
な

ど
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
よ
り
、
六
か
月
以
内
に
、
公
共
下

水
道
に
排
除
す
る
た
め
の
設
備
を
新

設
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
公
共
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
快
適
な
環
境

を
提
供
す
る
公
共
事
業
で
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
建
設
工
事
に
ご
協
力
を

.6月議会リポート

二Z時」よささ〉」

遊歩道、ミニパーク、植栽などで整備される下塩尻の千曲JII
堤防沿い(事業期間 4~5年度)

、 ・ー~幽制剤.

5公民館に子育て広場を開設、
ふれあい事業を実施

六
月
定
例
市
議
会
が
、
六
月
九
日
か
ら
同
二
十
四

日
ま
で
、
十
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
十
五
億
千
九
百
八
十
四
万
円
を
計
上
し
た
四

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十
九
議
案
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決
ま
っ

た
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

-
主
な
条
例
の
改
正

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の
一

部
改
正

1
関
連
記
事
同
ぺ

l
ジ
ー

マ
保
育
条
例
の
一
部
改
正

マ
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例

の
一
部
改
正

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

新
規
事
業
、
充
実
し
た
事
業
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

-
E
E
F
ロ
身
体
障
害
者
の
実
態
調
査

，E，
‘

事
業
j

i
--::
二
百
十
万
円

(内
容
)
身
体
障
害
者
へ
の
福
祉
施
策
を

集
約
し
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ

の
ニ
ー
ズ
を
把
控
す
る
た
め
実
態
調
査
を

行
い
ま
す
(
千
人
を
抽
出
し
て
実
施
)。

h
1
1
ロ
地
域
医
療
対
策
事
業
:・

4
E
E
E
E司

・
・
:
:
五
百
九
十
九
万
円

(内
容
)
医
療
問
題
研
究
委
員
会
の
中
間

報
告
(
昨
年
十
二
月
六
日
)
を
受
け
て
救
急

医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
新
た
に

指
定
予
定
め
救
急
病
院
に
対
す
る
助
成
、

医
師
会
で
行
う
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
拡

充
に
向
け
て
の
調
査
事
業
費
な
ど
。

h
a
E
F
ロ
桜
づ

つ
み
整
備
事
業

，EE
E司
:

:
五
百
万
円

(内
容
)
下
塩
尻
地
区
の
子
曲
川
堤
防
沿

い
を
桜
づ
つ
み
と
し
て
整
備
(五
百
灯
)。

ロ
街
路
整
備
事
業

・・・・・・・・・
三
億
七
千
四
百
九
十
三
万
円

(
内
容
)
上
田
駅
南
駅
前
線
、
南
天
神
町

常
回
線
を
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

口
上
田
駅
橋
上
駅
整
;

備
事
業
:
八
百
万
円

予-

(内
容
)
橋
上
駅
の

嘘

基
本
設
計
委
託

4

h
E
3
ロ
学
校

d

a
E，
‘

施
設
整
法

備
事
業
j
i
-
-
-
二
憶

で

千
九
百
三
十
五
万
円

斡

ロ
家
庭
教
育
ふ
れ
あ
市

い
推
進
事
業
:
:
・
:
同

二
百
十
八
万
円

(公

民
館
に
子
育
て
広
場
)

予算総額係正予算額

15億1，984万円11304億3，573万円一般会計

広報うえだ4.

救
急
医
療
体
舗
の
充
実
、

街
路
整
備
な
ど
に
重
点

日
億
1
、
9
0
0万
円
を
補
正

(12) 7 7. 

9，771万円11162億8，507万円特別会計
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下
水
道
管
の
布
設
工
事
等
に
伴
い

、

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
通
行
止

め
、
路
線
パ
ス
の
う
か
い
な
ど
、
た

い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
事
な
ど
の
日
程

に
つ
い
て
は
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ

て
ご
連
絡
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

(内
線

1
5
3
6
)
 

ご
め
い
揺
を

お
祈
り
し
ま
す

倉

島

達

也

金

剛

寺

0
…

尾

見

知

三

郎

川

辺

町

的

斉

藤

春

子

山

口

叩

…

佐

藤

と

も

い

長

鳥

別

一

宮

之

上

和

也

金

井

6

曲

尾

花

子

下

本

郷

ω

横

山

き

の

分

去

部

篠

原

ミ

サ

馬

場

町

内

…

成
沢
ふ
じ
の
緑
が
丘
北
幻

坂

井

吟

治

郎

大

手

町

前

橋

詰

幸

蔵

新

四

位

山

崎

勝

二

北

天

神

町

印

土

屋

降

悦

新

聞

丸

一

大

橋

も

と

院

内

η

ハ
5
月
届
け
出
分
・
敏
瓢
略
〉

沖
ミ
ツ
江

赤
野
ふ
み

田
中
久
代

土
屋
ふ
ゆ
子

熊
木
雪
子

桜
吉

田
矢

沢
川
辺
町

城

北

74 75 64 83 59 

国民健康保険税

ひ・と・ま・す

-国保年金課

(内線1362、1368)

翌

。納期は7月，_，3月

今年中に納税通知書をお送

りしますので、期日までに必

ず納めてください。

。保険税の課税所得

平成3年中の総所得金額か

ら基礎控除額 (31万円。ただ

し給与所得が含まれる場合は

33万円)を佳除した額です。

扶養控除や社会保険料等の控

除はありません。また、土地

などを売った譲渡所得は、特

別控除をする前の金額が課税

所得に算入されます。

平成4年度の保険税の故高

限度額は46万円です。

安

藤

武

次

東

前

山

大

久

保

延

子

踏

入

和

田

美

子

城

北

川

上

昭

夫

下

本

郷

浜
村
節
子

北
天
神
町

荻

原

勝

太

郎

城

北

斉

藤

普

巴

十

人

田

中

三

千

子

御

所

武
田
章
古

城

北

母

袋

重

名

伊

勢

山

林

部

た

け

の

中

村

宮
崎
町
み

小

泉

浜
村
四
郎
北
天
神
町

宮

川

イ

マ

大

手

町

。最高限度額

m

w

…

樋

口

て

る

手

塚

お

臼
…
竹
鼻
喜
代
美
神
科
新
屋

ω

臼

一

成

沢

春

男

下

之

郷

臼

臼
…
小
林
て
る
在
北
天
神
町
市

ω
…
下
川
元

康

小

牧

創

刊

川

一

高

野

カ

チ

子

下

組

乃

花

一

井

戸

田

栄

市

合

河

町

…
樋

口

と

く

位

η
一

竹

内

道

置

臼

別

一
泉

政

信

回

目

…
・

中

沢

正

知

的

∞

臼

一
清
水
伍
作

M
w

mw

…

宮

崎

正

邦

乃

ω
一
佐
藤
充
彰

M

緑
村小畑大が伊秋
木 丘勢
町泉山屋北山和チト

。納税義務者は世帯主

世帯:主が国保にJJU入してい

なく ても、家族に加入者がい

ると、納税通知書は世'借主あ

てに送られます。

。減額制度

所得申告が済んでいる世帯

で、世帯の総所得金銅が一定

額以下の場合は、均等割額お

よび平等割額の6自lまたは4

割jを減額するffflJ度です。

黒
岩
倉
蔵

梅

原

明

香
山
け
ん

村
田
の
こ
る

小
池
す
み
江

近
藤
た
ま
の

鈴
木
敦
子

大

井

茂

消山佐中箱回
71< Ol時々曽田中
な保木線清・フ
を栄秋好衛ミ
子究ヨ

岩大梅野手福新仁下手 岩下八
野 古之岡塩木

門屋町竹塚田四回条塚 門尻沢 。保険税の決め方遺脱入
品
H
Mの中途の出

??。
87 67 68 67 80 85 70 37 86 70 88 69 94 81 4ノフ 年の途中で

σTI 
Y国保への加入-
n脱退があった

場合は、加入

していた月数

に応じて計算します。この計

算は腐け出をした月ではなく、

国保への加入 ・脱退の事実が

あった月で行います。

進
藤
馬
利
子
緑
が
丘
北
部

内

山

大

治

郎

小

泉

叩

木

村

光

男

合

升

鈍

桜

井

定

雄

国

分

河

中

村

正

雄

新

屋

内

名

取

静

男

川

辺

町

制

佐

藤

富

男

築

地

引

横

沢

寅

雄

岡

作

中

村

忠

平

下

之

条

n

山

本

い

つ

下

之

郷

η

池

村

恭

一

保

野

悦

久

保

井

孝

笹

井

苅
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こ
の
ほ
ど
、
眼
科
医

の
石
井
光
一
さ
ん
(
大

手
町
)
か
ら
「
点
訳
奉

仕
活
動
等
石
井
基
金
」

に
と
二
百
万
円
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和

四
十
三
年
以
来
、
長
年

に
わ
た
っ
て
多
額
の
ご
寄
付
を
さ
れ
、

こ
れ
を
も
と
に
創
設
さ
れ
た
「
点
訳

奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」
は
総
額
四

千
七
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

市
は
こ
の
基
金
の
利
子
を
盲
人
福

祉
向
上
の
た
め
、
首
導
犬
の
貸
与
事

業
、
点
字
図
書
館
事
業
の
充
実
な
ど

に
充
て
て
い
き
ま
す
。

盲人福祉向上にと

石井三200万円寄付

園
部
落
差
別
を
和
ゆ
く
守

.
大
行
動

7
月

η自
に

同
和
問
題
へ
の
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
差
別
の
な

い
明
る
く
住
み
よ
い
上
回
市
を
つ
く

る
た
め
、
お
お
ぜ
い
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
マ
と
き

七
月
十
七
日
掛
午
後
一

時
三
十
分

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館

マ
記
念
講
演

落
語
家

・
露
の
新

治
さ
ん
に
よ
る
「
新
ち
ゃ
ん
の
反
省

記
|
自
分
の
人
生
自
分
が
主
役

l
」

マ
問
い
合
わ
せ

同
和
対
策
課
(
内

線

1
6
4
2
)

差別のない社会めざして

圃
「
滞
納
処
分
』
に
よ

3

圃
電
話
加
入
纏
め
公
売

マ
と
き

八
月
五
日
附
午
前
十
時

i
十
時
十
分
(
説
明
は
午
前
九
時
四

十
五
分
よ
り
)

マ
と
こ
ろ

市
役

所
南
庁
舎
五
階
第
三

・
四

・
五
会
議

室

マ
方
法

競
争
入
札

マ
台
数

当
日
決
定

マ
入
札
参
加
者

本

人
(
印
鑑
持
参
)
。
代
理
人
の
場
合
は

必
ず
本
人
自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人

の
印
鑑
が
必
要
。

マ
そ
の
他

公

告
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が
市
税
等
を

完
納
し
た
場
合
、
公
売
を
中
・止
し
ま

す
。

マ
問
い
合
わ
せ

収
税
課
(
内

線

1
3
o
l
-
-
3
0
3
)

-
7
用
除
、
青
少
年
を

圃
非
行
か
ら
守

3
月
間

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
に
は
、

ま
ず
「
家
庭
」
そ
し
て
「
地
域
」
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

月
間
中
、
補
導
委
員
を
中
心
に
、

毎
月
の
補
導
活
動
の
ほ
か
、
次
の
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
有
害
環
境
チ

ェ
ッ
ク
活
動

マ

一
日
補
導
(
補
導
委
員
の
体
験
)

そ
の
他
、
悩
み
事
は
「
青
少
年
相

談
」
へ
。
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

-
青
少
年
課

電

話

相

談

窓
⑫

8
0

8
0
働
、
相
談
室

l
市
役
所
本
庁
舎

4
階

園
霊
度
心
身
障
害
者
に

圃

9
ワ
b
l利
用
助
成

市
で
は
、
重
度
の
心
身
障
害
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
を
し
ま

す。
マ
対
象

市
内
に
住
み
、
身
体
障

害
者
手
帳
(
下
肢

・
体
幹

・
視
覚
一

i
二
級
)
か
療
育
手
帳

(
A
l
、
A

2
)
を
持
っ
て
い

る
人
。
た
だ
し、

相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
と
き

七
月
十
三
日
開
午
後
二
時
i
四
時

マ
と
ニ
ろ

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
常
磐

城
三
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
隣
)

マ
申
し

込
み

七
月
十
日
幽
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

(
包

⑫

4
1
1
9
)
へ
電
話
予
約
を

マ
相
談
担
当

国
立
小
諸
療
養
所

・
堀
内
静
子
さ
ん
(
ぽ
け

専
門
)

マ
そ
の
他

当
日
、
相
談
時
間
内
で

電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

お
年
寄
り
の

閣
固
相
談
会
詮

近
ご
ろ
、
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
す
ぎ
る
L

「
行

動
が
お
か
し
い
」
な
ど
、
日
常
生
活
や
家
庭
の

こ
と
で
お
悩
み
の
か
た
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
。
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
次
に
よ
り

自
動
車
の
不
正
改
造

自
動
車
を
基
準
に
適
合
し
な

く
な
る
よ
う
改
造
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
危
険

で
す
。
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
長
野
陸
運
支
局
宮

0
2
6
2

@
4
3
8
4
 

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

マ
申
し

ハ引

込
み

厚
生
課
(
内
線

1
6
0
3
)

日7 

圃
『
サ
マ
ー
じ
ゃ
ふ
ボ
」

圃
宝
く
じ
発
売
し
ま
す

「
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
(
市

町
村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
受
付
が

七
月
二
十
日
聞
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

賞
金
は
一
等
六
千
万
円
(
百
七
十

六
本
)
で
、
前
後
賞
を
合
わ
せ
る
と

一
億
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

七
月
二
十
日
閣
の
新

聞
(
朝
刊
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7. 広報うえだ4.

や
め
よ
う
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さ
せ
よ
う
/



浅
間
山
麓
広
域
農
道
の

愛
祢
を
募
集
し
ま
す

{主催者の都合により変更する場合があります)

昭
和
四
十
七
年
度
に
建
設
が
始
ま

っ
た
「
浅
間
山
麓
広
域
農
道
」
の
完

成
J
U

い
よ
い
よ
間
近
で
す

(
平
ぷ
問

年
度
全
線
開
通
予
定
)
。

浅
間
山
鹿

広
域
営
民
団
地
技
怖
い争
業
促
進
協
議

会
な
ど
で
は
、
次
に
よ
り
ユ
ニ
ー
ク

な
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
愛

称
一
点
を
記
入
し
て
、

「
制

|

侃

小

県
郎
東
部
町
県
二
八
一
|
二
東
部

町
役
場
農
政
課
内

・
愛
称
募
集
係
」

ま
で

マ
締
め
切
り
八
月
三
十
日

川

マ
そ
の
他

人
選
者
(
特
選
一

点
、
佳
作
六
点
)
に
は
賀
状

・
記
念

品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

マ
問
い
合

わ
せ

東
部
町
役
場
農
政
課

(
包
@

1
1
1
1
内
総

1
3
7
)

圃
特
許
管
理
士
試
験
と

圃
予
備
講
習
会
め
開
催

十

一
月
二
十
二
日
側
、
上
回
商
工

会
議
所
で
特
許
管
理
士
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
試
験
の
予
備
講
座
と
し

て
管
理
士
養
成
講
習
会
を
次
に
よ
り

開
き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。

マ
と
き

八
月
二
十
二
日

ω・
二

十
三
日
川

・
三
十
日
川
の
三
日
間

マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

(材
木
町

一
)

マ
串
・
し
込
み

七
月
十
五
日

制
ま
で
に
民
野
県
発
明
研
究
会
本
部

長
⑫
3
0
5
3
)

へ

|市民会館 包⑮[.:u.~ þ
月 {峯 し 時間 入場方法日 問い合わせ

エ 地人会公演 よ田市民

22 「花咲くチェりーJ
18: 30 会員券 劇 場

休』 @9697 

23 13: 15 

制
// 1/ // 

18: 3C 

8 
平成4年度 上田市社会
/ 
2 社会福祉大会

13: 00 無料 指祉協議会
(6) @2025 

|文化会館 PiiJ'.iJ.，liI.]】|
7 大人 上回友の会/ 
j家守房江氏講演会 10:00 

400円 @5955 7 
ωa 

アジア平和女性運合上回 大人 アジア平和
10 

18: 00 女性 連 合
掛 大会(講演会・フラメンコ) 3，000円 0262③7241 

11 自衛隊音楽隊による
14: 30 無料

出 コンサート

19山野流関利子靖裟教室
関利子

13: 30 無料 着裟教室
(8) 10J司年きものショー @8526 

~風会26聖混乱会上回吟道会
9 : 30 無 料 よ閑吟道会:

(目)1;星習発表会 @3908 

29サンピアン音楽教室
5無料

サンピアン
9 : 4 

@7748 附 発表会 (ー31日)

|上回創造館 8⑫iID 】

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

上
聞
市
の
水
道
は
、
千
曲
川
と

神
川
の
表
流
水
を
水
源
と
す
る
染

麗
浄
水
場
と
有
舟
浄
水
場
(
真
田

町
)
に
よ
り
、
約
九
万
九
千
人
の

皆
さ
ん
に
給
水
を
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
砂
の
表
面
め

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
水
を
き
れ

い
に
す
る
緩
速
ろ
過
方
式
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
で
、
全
国
的
に
も

珍
し
く
武
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

各
地
に
あ
る
ポ
ン
プ
場
や
配
水
池

も
管
理
し
て
お
り
、
皆
か
ん
に
お

い
し
い
水
を
提
供
す
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
上
田
市
大
字
古
里
二
二

五
O
|

一
、
宮
⑫

0
6
5
8
)

ヘj
ノ

・
以
前
、
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
克
た

集

記
J

と
き
、
「
世
界
に
は
こ
う
い
う
人
た
ち

編

後
¥
も
い
る
ん
だ
な
あ
」
と
、
そ
の
土
地

/ー

ご
と
に
風
俗

・
習
慣
の
遣
い
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
あ
る
部
族
だ
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
そ
こ
で
は
家
事
か
-b

子
湾
て
、
食
料
の
確
保
、
そ
し
て
農
耕
ま
で
す

べ
て
が
女
性
の
仕
事
。
男
は

一
日
中
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
る
だ
け
。
女
性
も
そ
れ
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
極
錨
な
例
だ

け
ど
、
今
回
は
「
女
性
」
に
つ
い
て
の
特
集
。

き
っ
と
上
田
市
じ
ゅ
う
の
女
性
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
遣
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
取

れ
そ
う
な
ほ
ど
、
考
え
方
な
ど
千
差
万
別
。
と

に
か
く
難
し
か
っ
た
。

(
に
し
ざ
わ
)

0

2
2
 

にコ子宮三病問

緩速ろ過方式採用の染屋浄水場

-
石
こ
ろ
や
雑
草
で
ひ
ど
か
っ
た
裏
庭
の

一
部

を
遮
二
無
二
-しゃにむに-
開
墾
し
、
家
庭
菜
園
な

る
も
の
を
始
め
た
。
委
や
知
り
合
い
に
、
「
ど
う

い
う
心
境
の
変
化
?
」
と
聞
か
れ
る
が
、
た
だ
、

汗
水
流
し
て
作
っ
た
野
菜
を
丸
か
じ
り
し
た
か

っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
で
も
、
農
作
業
は
他

人
事
と
思
っ
て
い
た
自
分
が
不
思
議
だ。

4

A

フ
で
は
、
ナ
ス
、
ネ
ギ
、
シ
ソ
、
ピ
ー
マ
ン、

万

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
が
根
付
き
、
ど
う
に
か
細
ら
し

え

く
な
っ
て
き
た
。
盛
り
土
も
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

う

肥
料
は
生
ご
み
や
雑
草
な
ど
の
有
機
物
。
日
錨
布

日
と
も
な
る
と
、
草
と
り
や
肥
料
く
れ
に
繕
を

広

出
す
。
わ
れ
な
が
ら
、
充
実
し
た

一
回
だ
。

月
積
回
l
。
ど
う
や
ら
、
体
中
の
筋
肉
の
痛
叶
H
A

み
に
快
感
を
覚
え
て
き
た
よ
う
だ
。
(
せ
ま
)

日 7 7. 



|乳|房|検|診|の|日|程
今月から始まります/

2月に申し込みをとりま

した乳房集団検診を次の日

程で行います。申込者には、

詳しい日程 ・会場などにつ

いて、後日ft占!人通知します。

[>問い合わせ 保健予防課

(内総1374)

乳房集団検診の日程

地区 実施月 地区 実施月
東部 フ、9月 川辺・泉田 10月
南部 フ月 神川 9、11、12月
中央 7月 神 科 8月
北部 ア、8、9、12月 鐙殿 7月
西部 ア、 10、12月 題田 10、11月
線下 フ、11、12月 川丙 ア月
塩 尻 フ、10月

日⑤8月百

パ
ソ
コ
ン
教
室
い
か
が

-
と
き
:
・
七
月
十
一
日

ω・

十
二
日
刊
の
二
日
開
。
時
間
は

午
前
九
時
i
午
後
四
時
三
十
分

-
と
こ
ろ
:
・
上
回
創
造
館
パ

ソ
コ
ン
教
室

・
対
象
:
・
上
小

地
域
に
住
む
か
、
勤
務
の
十
八

歳
以
上
の
男
子

・
定
員
:
・
二

十
人

・
申
し

込

〉

p
h
h
-
2
-

み
・
:
七
月

4
日

ω
の
彰
薄
膜
ド
ア

午
前
九
時
よ
り
.
五

河
湖
臨
傍
訓

話

(
包
⑫
1
1
1

刊
芳
旬
、
だ

ー

バ
労
刊
ハ
ヨ

1
)
で
受
け
付
け

ニ

4

t

，

ま
す
。

• 
あなだが主役/真夏の夜の祭典

Ef繍有者:1匝臨蝿防副咽

パス巡回コースの日程

8
月
4
8
凶

親子ふれあい
天体教室ヘf

真夏の夜、宇宙と星ガ

皆さんを待っています

全国安全週間
7月1日-7日

-とき…7月29日附、8月4日(刈、 同5日(刻。午

後7時-9時 ・ところ…上回創造館(天体望遠室、

プラネタリウム) ・参加費…無料 ・募集人員・

各40人(親子同伴で) ・その他...①雨天、曇天の場

合も行います。②創造館までパスが巡回します。お

近くの集合場所に時間までに集まってください (右

記)。 ③8月5日は自家用車による参加者が判象で

す。午後6時50分までに創造館正面iロビーに集合し

てくださ~'0 ・申し込み・・・ 7月13日(月)午前10時よ

り企画課(内線1224)で受け付けます。

(16) 7 広報うえだ4.7 
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